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管
あ
る
い
は
、
し
か
る
べ
き
所
に

移
し
て
保
管
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

他
に
修
復
が
必
要
な
絵
画
等
の
展

示
や
保
管
は
し
て
い
な
い
。

問　

田
沢
出
身
の
伊
藤
画
伯
は
、

平
福
百
穂
の
弟
子
と
し
て
絵
の
指

導
を
受
け
、
日
展
入
選
や
鎌
倉
美

術
展
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
で
あ

り
、
田
沢
だ
け
で
な
く
、
平
福
記

念
美
術
館
へ
の
展
示
や
市
民
の
皆

様
に
も
広
く
公
開
す
る
よ
う
な
構

想
は
な
い
か
。

　

当
常
任
委
員
会
に
本
会
議
よ
り

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、条
例
１
件
、

生
保
内
財
産
区
、
田
沢
財
産
区
の

各
特
別
会
計
補
正
予
算
、
請
願
１

件
の
計
４
件
で
あ
る
。
ま
た
、
予

算
常
任
委
員
会
よ
り
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
内
、
総

務
文
教
分
科
会
に
係
る
も
の
が
分

担
さ
れ
た
。

議
案
第
93
号

仙
北
市
田
沢
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
57
万
5

千
円
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質

疑
が
あ
っ
た
。

問　

田
沢
湖
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
旧
田
沢
中
学
校
）
に
あ
る
伊
藤

昇
画
伯
の
油
絵
を
修
復
し
、
田
沢

交
流
セ
ン
タ
ー
に
再
設
置
す
る
た

め
の
費
用
と
し
て
、
一
般
会
計
の

財
産
管
理
費
に
繰
り
出
す
も
の
で

あ
る
が
、
も
っ
と
早
く
に
し
か
る

べ
き
所
に
保
存
し
て
お
け
ば
、
こ

れ
ほ
ど
傷
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
他
の
廃
校
に
な
っ
た
施
設

に
残
さ
れ
て
い
る
絵
画
等
は
な
い

か
。

答　

廃
校
に
な
っ
た
施
設
は
、
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
所
で
管
理
し
て
お

り
、
基
本
的
に
は
そ
の
施
設
に
保

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元

を
は
か
る
た
め
の
２
０
１
４
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、
請

願
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全
会
一
致

で
採
択
す
る
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

議
案
第
90
号

仙
北
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

諸
費
・
過
誤
納
税
等
還
付
金
に

つ
い
て
質
疑
が
集
中
し
た
。

問　

一
連
の
税
の
不
正
処
理
問
題

と
今
回
の
件
は
関
連
性
は
あ
る
の

か
。

答　

今
回
の
件
は
個
別
事
案
で
あ

り
、
一
連
の
税
の
不
正
処
理
問
題

と
は
全
く
関
係
の
な
い
事
案
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

評
価
額
の
入
力
ミ
ス
の
誤
り

の
判
明
は
、
調
査
の
時
点
で
10
年

間
だ
っ
た
と
い
う
の
は
分
か
っ
て

い
た
の
か
。
ま
た
、
３
年
毎
に
評

価
の
見
直
し
を
行
っ
た
際
に
、
な

ぜ
そ
の
誤
り
に
気
が
付
か
な
か
っ

た
の
か
。

答　

建
築
年
は
分
か
っ
て
お
り
、

ど
の
段
階
で
の
誤
り
で
あ
っ
た
か

と
い
う
所
ま
で
は
分
か
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
３
年
毎
の
評
価
の
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

は
、
そ
の
誤
り
に
気
付
か
な
か
っ

た
と
い
う
所
で
あ
る
。

問　

こ
の
件
以
外
の
非
木
造
家
屋

に
対
す
る
調
査
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

固
定
資
産
税
に
実
務
経
験
の

あ
る
方
達
と
一
緒
に
、
類
似
の
誤

り
が
な
い
か
、
数
値
の
取
り
違
い

の
部
分
に
着
目
し
調
査
し
て
い

る
。

問　

還
付
加
算
金
は
一
般
財
源
を

充
当
し
、
そ
れ
で
終
り
か
。
ま
た

当
時
の
上
司
も
含
め
責
任
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

今
回
の
事
案
は
個
別
の
事
案

で
あ
り
、
個
々
に
責
任
を
負
う
性

質
の
も
の
で
は
な
い
。
数
値
の
取

り
扱
い
に
誤
り
が
あ
っ
た
行
為
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
処
分
等

に
つ
い
て
は
、
調
査
の
最
終
報
告

後
と
な
る
。

問　

仙
北
市
固
定
資
産
税
過
誤
納

金
取
扱
要
綱
に
対
す
る
納
税
者
側

と
当
局
側
と
の
解
釈
の
ズ
レ
が
生

じ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
認
識
す

る
。
こ
の
ズ
レ
を
解
消
す
べ
く
、

地
方
税
法
に
沿
っ
た
形
で
要
綱
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
回
問
題
に
な
っ
た
部
分
も

含
め
内
容
を
精
査
し
、
要
綱
の
改

正
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。

（
田
口
寿
宜 

記
）

答　

絵
画
に
つ
い
て
は
、
田
沢
中

学
校
が
閉
校
し
て
10
年
、
伊
藤
画

伯
が
没
後
20
年
と
節
目
の
年
で
も

あ
る
事
か
ら
、
油
絵
を
修
復
し
市

民
に
公
開
し
た
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
田
沢

村
で
も
何
か
事
業
を
計
画
で
き
な

い
か
と
考
え
て
お
り
、
広
く
皆
様

に
公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果

　

条
例
１
件
、
生
保
内
・
田
沢
各

財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
の
２

件
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案

を
可
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

請
願
第
１
号　

少
人
数
学
級
の
推

進
な
ど
の
定
数
改
善
と
義
務
教
育

総
務
文
教
常
任
委
員
会

修復される伊藤昇画伯の絵画（大船造船所）
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

な
状
態
で
緊
急
を
要
す
る
と
き
、

所
有
者
が
わ
か
ら
な
く
て
合
意
を

得
る
こ
と
が
困
難
な
時
は
ど
う
す

る
の
か
。

答　

こ
の
条
例
は
、
所
有
者
が
明

確
な
場
合
の
規
定
で
あ
る
。
所
有

者
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
仙
北

市
空
き
家
等
審
議
会
や
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
最
善
の
方
法
で

対
応
し
た
い
が
、
こ
の
条
例
に
合

致
し
な
い
場
合
は
、
災
害
対
策
基

本
法
の
中
の
応
急
措
置
で
対
応
し

た
い
。

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
案
第
87
号

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

問　

資
産
割
を
段
階
的
に
引
き
下

げ
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
分
所
得

割
に
シ
フ
ト
し
被
保
険
者
の
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
、
平
等
割
と
均

等
割
り
の
大
幅
な
見
直
し
の
基
準

は
。

答　

応
能
（
所
得
割
・
資
産
割
）、

応
益
（
均
等
割
・
平
等
割
）
の
バ

ラ
ン
ス
を
50
対
50
に
振
り
分
け
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
今
回
は
資

産
割
を
3
分
の
1
縮
小
し
、
そ
の

分
を
所
得
割
に
シ
フ
ト
し
た
う
え

で
応
能
、
応
益
の
均
衡
を
考
慮
し

た
。

　

課
税
額
が
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額

に
な
る
よ
う
、
応
益
負
担
で
あ
る

均
等
割
・
平
等
割
の
引
き
下
げ
を

行
い
、
被
保
険
者
の
税
負
担
の
緩

和
に
努
め
た
。

問　

割
合
は
ど
う
な
る
か
。

答　

３
方
式
に
な
っ
た
場
合
の
負

担
所
得
割
が
50
％
、均
等
割
35
％
、

平
等
割
15
％
に
な
る
予
定
で
あ

る
。

反
対
討
論

　

国
保
税
は
高
い
と
い
う
の
が
被

保
険
者
の
声
で
あ
る
。
所
得
割
が

０
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の

も
う
少
し
負
担
緩
和
し
て
ほ
し

い
。

賛
成
討
論

　

医
療
費
の
か
か
り
増
し
は
国
保

財
政
を
圧
迫
す
る
の
で
、
予
防
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
意
見
を
付
す
。

　

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

議
案
第
91
号

平
成
25
年
度
仙
北
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）

　

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
議
案
４
件
。
予
算
常
任
委
員

会
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
は
１
件

で
あ
る
。

議
案
第
85
号

仙
北
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
制

定
に
つ
い
て　

議
案
第
86
号

仙
北
市
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問　

緊
急
措
置
の
場
合
で
も
、
所

有
者
等
の
合
意
を
得
る
必
要
が
あ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
危
険

議
案
90
号

仙
北
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

交
通
防
犯
対
策
費

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ス

コ
）
事
業
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
事

業
費　
　

１
４
４
６
万
９
千
円

問
　
進
捗
状
況
は
。

答　

調
査
計
画
業
務
は
、
7
月
か

ら
8
月
を
予
定
。
街
灯
の
工
事
や

維
持
管
理
業
務
の
委
託
は
、
11
月

か
ら
3
月
の
予
定
。

問
　
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
は
誰
か
。

答　

市
内
の
業
者
を
考
え
て
い

る
。
地
元
雇
用
や
経
済
効
果
も
考

慮
し
進
め
た
い
。

問
　
街
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
。
周
知

の
徹
底
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答　

町
内
会
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
す
る
。

○
消
費
生
活
相
談
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
６
万
円

問
　
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

答　

振
り
込
め
詐
欺
や
多
重
債
務

等
の
相
談
を
強
化
す
る
も
の
で
あ

り
、
県
や
法
律
事
務
所
と
も
連
携

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

○
塵
芥
処
理
費
２
５
５
万
２
千
円

問
　
内
容
は

答　

角
館
最
終
処
分
場
の
バ
ッ
ク

ホ
ー
が
壊
れ
た
の
で
借
用
す
る
。

期
間
は
7
月
か
ら
3
月
ま
で

　

借
り
上
げ
額
は
月
27
万
円
。

衛
生
施
設
災
害
復
旧
費

○
廃
棄
物
処
理
施
設
災
害
復
旧
事

業
費　
　
　

４
６
６
万
７
千
円

問
　
田
沢
湖
最
終
処
分
場
の
シ
ー

ト
の
被
害
状
況
は

答　

最
上
部
の
遮
光
シ
ー
ト
が
８

０
５
㎡
剥
離
し
そ
の
下
の
保
護

マ
ッ
ト
も
同
時
に
破
壊
し
た
。
す

べ
て
張
り
替
え
た
い
。

生
活
保
護
総
務
費

○
生
活
保
護
事
務
費
１
６
６
万
円

問
　
生
活
保
護
基
準
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
る
影
響
は
。

答　

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度

額
に
つ
い
て
影
響
が
あ
る
と
予
測

さ
れ
る
。
改
正
の
詳
細
は
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
な
い
。

児
童
措
置
費

○
母
子
生
活
支
援
施
設
等
入
所
措

費
負
担
金　

３
５
８
万
７
千
円

問
　
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

母
親
と
子
ど
も
二
人
が
対

象
、
措
置
費
の
保
護
単
価
に
基
づ

き
11
カ
分
（
５
月
１
日
～
３
月
３

１
日
）
９
月
分
ま
で
は
単
価
が
30

万
８
６
５
１
円
、
10
月
か
ら
は
暖

房
費
が
加
算
さ
れ
32
万
９
７
８
１

円
、
ほ
か
に
諸
費
が
あ
る
。

（
平
岡
裕
子 

記
）

適正管理が求められる空き家対策



仙北市議会だより 14

　

本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案

は
３
件
、
請
願
１
件
、
予
算
常
任

委
員
会
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
は

２
件
で
あ
る
。

議
案
第
88
号

仙
北
市
簡
易
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
で
可
と
決
定

議
案
第
89
号

仙
北
市
水
道
事
業
等
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

問　

角
館
上
水
道
の
給
水
人
口
の

減
少
は
、
い
つ
の
段
階
の
人
口
推

計
を
見
込
ん
だ
人
口
な
の
か
。

生
保
内
水
道
の
給
水
人
口
が
減
少

し
て
い
る
。
一
日
最
大
給
水
量
が

３
，
６
４
０
ト
ン
で
変
更
無
い
事

か
ら
生
保
内
水
道
を
神
代
ま
で
延

長
す
る
考
え
は
無
い
の
か
。

答　

給
水
人
口
に
つ
い
て
は
、
過

去
10
年
間
の
実
績
と
平
成
34
年

ま
で
を
推
計
し
、
そ
の
中
で
一

番
数
値
の
高
い
人
数
と
し
て
７
，

６
０
０
人
と
し
た
も
の
で
あ
る

神
代
ま
で
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

③
会
計
検
査
院
の
判
断
が
10
月
に

出
る
よ
う
だ
、
今
、
お
金
を
掛
け

て
検
証
を
急
が
な
く
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

④
検
証
委
員
会
の
結
果
に
よ
っ

て
、
市
長
は
、
続
け
る
の
か
続
け

な
い
の
か
ど
こ
で
結
論
を
出
す
の

か
。

答　

①
３
名
と
も
バ
イ
オ
関
係
を

専
門
と
す
る
大
学
教
授
で
、
最
先

端
の
先
生
方
で
あ
る
。

②
こ
の
研
修
事
業
は
前
に
進
む
の

か
や
め
る
の
か
、
右
に
行
く
の
か

左
に
行
く
の
か
、
最
終
的
な
段
階

と
捉
え
て
い
る
。
検
証
委
員
の

先
生
方
が
内
容

を
検
証
す
る
部

分
が
重
要
で
あ

る
。

③
会
計
検
査
院

は
事
業
に
対
し

て
補
助
金
が
適

正
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
ど
う

か
の
実
地
検
査

が
主
な
も
の
で

あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
回

は
あ
く
ま
で
も

技
術
的
な
こ
と

で
あ
り
、
第
３

者
の
検
証
で
あ

る
。

④
こ
の
検
証
事

業
を
最
終
判
断

国
道
沿
い
に
歩
道
が
無
い
所
や
山

道
、
急
勾
配
、
土
砂
崩
れ
が
起
き

や
す
い
所
も
あ
り
非
常
に
難
し
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
検

討
す
る
余
地
は
あ
る
が
、
他
の
上

水
道
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
を
考
え

る
と
、
神
代
地
区
の
地
元
の
水
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

全
会
一
致
で
可
と
決
定

議
案
第
94
号

平
成
25
年
度
仙
北
市
温
泉

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

問　

雪
の
降
り
始
め
と
雪
消
え
の

時
期
に
温
泉
の
温
度
が
安
定
し
な

い
の
で
、
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、

温
度
を
上
げ
る
予
算
で
あ
る
が
、

湯
の
量
に
変
化
は
無
い
の
か
。
温

度
は
ど
う
い
う
状
況
で
、
な
ぜ
、

そ
の
時
期
温
度
が
下
が
る
の
か
原

因
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

湯
の
量
は
最
盛
期
よ
り
落
ち

て
い
る
。
温
度
は
、
源
泉
で
今
は

73
度
で
、
分
湯
槽
へ
来
る
ま
で
10

度
く
ら
い
下
が
り
、63
度
で
あ
る
。

こ
れ
位
な
ら
い
い
が
53
度
や
52
度

ま
で
下
が
る
。
原
因
は
、
雪
の
降

り
始
め
や
雪
消
え
時
に
乳
頭
か
ら

高
原
の
間
に
お
湯
が
冷
や
さ
れ
、

利
用
者
か
ら
苦
情
を
受
け
た
。

の
材
料
に
し
よ
う
と
す
る
事
に
違

い
は
な
い
。
６
億
円
を
掛
け
て
、

市
民
の
血
税
で
こ
の
プ
ラ
ン
ト
を

実
現
し
た
が
、
設
計
図
面
に
あ
る

性
能
を
発
電
で
き
る
基
本
的
な
構

造
に
あ
る
の
か
ど
う
か
、
私
の
中

で
疑
問
で
あ
る
。
大
規
模
改
修
を

行
っ
て
も
成
果
が
な
い
の
は
現
実

の
話
で
あ
る
。
判
断
を
す
る
た
め

に
検
証
に
着
手
し
な
け
れ
ば
、
市

民
の
税
金
の
使
い
方
、
適
切
な
運

用
が
出
来
な
い
原
因
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い

で
あ
る
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

こ
の
事
は
前
任
者
か
ら
引
継
ぎ
を

受
け
て
お
り
、
雪
に
覆
わ
れ
る
と

温
度
は
安
定
し
て
く
る
。
下
が
っ

た
時
に
安
定
し
た
温
度
を
供
給
す

る
為
に
ボ
イ
ラ
ー
２
台
を
設
置

し
、
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い

た
め
の
補
正
予
算
で
あ
る
。

　

全
会
一
致
で
可
と
決
定

議
案
第
83
号

専
決
処
分
に
つ
い
て　

平

成
25
年
度
仙
北
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

【
歳
出
】
７
款　

観
光
費

問　

桜
ま
つ
り
の
経
済
効
果
が
69

億
円
上
が
っ
た
と
の
市
長
報
告
だ

が
余
り
実
感
に
な
い
。
ど
う
分
析

を
し
た
の
か
。

答　

秋
田
経
済
研
究
所
が
波
及
効

果
に
つ
い
て
、
入
り
込
み
客
数
に

係
数
を
掛
け
て
算
出
し
た
も
の
で

あ
る
の
で
実
数
値
に
近
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

議
案
第
90
号

平
成
25
年
度
仙
北
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
歳
出
】　

●
６
款　

林
業
総
務
費

問　

①
秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
検
証
委
員
の
メ

ン
バ
ー
は
ど
う
い
う
方
か
。

②
今
回
は
最
終
的
な
判
断
を
す
る

為
と
し
て
い
る
が
、
市
長
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

温泉事業カラ吹き源泉を現地視察


